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ゲーテ『西東詩集』， 
オリエントの詩との対話の中から
──（1）「観照の巻」──
野　 口　　 薫
1814 年 10 月下旬，第一回故郷ライン・マイン地方の旅からワイマル
に帰って後，ゲーテは，東洋の歴史や文学の研究に本格的に着手する。
『コーラン』や『ハーフィス詩集』以外にも，宮廷図書館所蔵のオリエン
ト研究書，旅行記，伝記や，文学作品の英語・フランス語・ドイツ語訳な
どを次々と手元に取り寄せ，ワイマル，イエナ，ハイデルベルク，ベルリ
ンのオリエント研究者たちとも随時，意見を交換し始めるのである。ゲー
テ の 日 記 に は Jones の „Poesis Asiatica“，Diez 訳 „Buch des Kabus“，
Diez 著 „Fundgrube des Orient“，Ferdousi 著 „Schah-name“，Olrerius の
„Saadi Gulistan“，„Denkwuerdigkeiten des Orient“ 誌 な ど の 書 名 や，
Lorsbach, Thomas von Chabert などオリエント学者の名前が頻出するこ
とからもゲーテの熱心さが窺える。
その研究成果は，『西東詩集』巻末に収められることになる「注と論考」
となって結実するほか，これから取り上げようとする三つの巻（「観照の
巻」，「不興の巻」，「箴言の巻」）に収められた詩の大部分もその研究中に
生まれた。14 世紀ペルシャの詩人ハーフィスに「創作をもってこれに対
抗」しようとしたと同様，ゲーテはこの時の研究中に接したペルシャやア
ラビアの詩とも丁寧に向き合い，それに応える形で，時には韻文訳，時に
は部分的改作，時にはそれとは少し異なるヨーロッパ詩人としての自分の
─ 38 ─
考えを盛った詩や箴言を創り出した。その意味でこれらの巻に収められた
詩や箴言はオリエントの詩人との対話から生まれたと言ってよい。
この稿では，これら三巻のうち，まず「観照の巻」について，ゲーテの
東洋への関わり方という点で私が面白いと思うものを気儘に取り上げてみ
たい。ゲーテが何をどう読み，それにどう応えようとしているかという点
に考察の重点を置く。
A．竪琴の奏でる助言を聞け！
Höre den Rath den die Leyer tönt;
Doch er nutzet nur wenn du fähig bist;
Das glücklichste Wort es wird verhöhnt
Wenn der Hörer ein Schiefohr ist.
“Was tönt die Leyer?” sie tönet laut:
Die schönste das ist nicht die beste Braut,
Doch wenn wir dich unter uns zählen sollten,
So mußt du das Schönste, das Beste wollen.
竪琴の奏でる助言を聞け。
だがそれが役立つかどうかは，君の力次第だ。
聞き手の耳が曲がっていれば，
至言も嘲られるだけだから。
「竪琴は何と歌うのか」それは声高く歌う。
最高の美女が最善の妻とは限らない。
だが，君が我々の一人に数えられたいと願うなら
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君は最も美しいもの，最も優れたものを願わなくてはならない。
「観照の巻」の冒頭の詩，最初の 2 行はハーフィスの次の 2 行（Hafis 2, 
459）の引用である。
„Höre den Rath, den die Leier tönet / Doch er nützt nur, wenn du 
fähig bist!“
（竪琴が奏でる助言を聞くがいい，/ それが役立つかどうかは君の能力
次第だがね。）
ハーフィスにおいてはこのあと，「わたしの詩集のどの一ページも智慧
の書一冊に相当する。君がそんな風に怠け者で軽率なのは残念だ。（Jegli-
ches Blatt ist ein Buch der Weisheit, / Schade, daß du so träg’ und sorg-
los bist!）」という突き放した言葉が続く。イメージを次々と変えるのは
ハーフィスの詩の特徴の一つであるが，ここでも彼は「竪琴」の比喩を惜
しげもなく捨て，「書物」のイメージに移っている。これに比してゲーテ
は「竪琴」のイメージを生かし，聴覚の領域の比喩に留まる。「聞き手が
ねじ曲がった耳の持ち主なら，いかなる至言も侮られるばかりだ。」
二節はハーフィスの詩から離れ，ゲーテ独自の考えが盛られる。「竪琴
はいったい何と歌っているのか」という聞き手の問に答える形で，詩の理
想が述べられる。「最も美人の女性が最も良い妻とは限らない」という人
口に膾炙する格言を引きながら，美と善の一致の困難を前提しつつ，「だ
が（！），君が詩人として我々の仲間に加わりたいのなら，最高の美を最
高の善と一致させることを欲しなくてはならない」と要求する。「観照の
巻」のモットーとして置かれたこの言葉は，『西東詩集』の詩人の理想と
するところでもあろう。
因みに，ここに登場する聞き手は，誰か別の人間ではなく，次の答えを
引き出すために詩人自身の中に設置されるもう一人の自分である。このよ
うな自問自答，一人問答は，我々も知る思索の一つの形であり，以下に見
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る「観照の巻」，「不興の巻」，「箴言の巻」でまたしばしば，見られる。
B．東洋と西洋と
コッタ社の「モルゲンブラット」誌（„Morgenblatt für gebildete Stän-
de“），1815 年 1 月 24 日号（Birus 1, 55）にゲーテが載せた『西東詩集』
予告の時点では，「アラビアの習慣や用法に適った道徳や実際的な生活訓
に捧げられる」はずであった「観照の巻」は，実際にはもう少し広やかに
構えた人生観，人間観を盛るものとなった。注目したいのは，その際に
ゲーテが，東洋の詩人・賢人の言葉に耳を傾けながらも，上の例でもすで
に見たように，焦点をそっとずらして，西洋の詩人としての，またゲーテ
自身としての視点を盛り込んだ詩に仕上げていることである。次の二つの
詩を見よう。
（1）五つのもの？
Fünf Dinge
Fünf Dinge bringen fünfe nicht hervor,
Du, dieser Lehre öffne du dein Ohr:
Der stolze Brust wird Freundschaft nicht entsprossen.
Unhöflich sind der Niedrigkeit Genossen;
Ein Bösewicht gelangt zu keiner Größe;
Der Lügner hofft vergeblich Treu’ und Glauben;
Das halte fest und niemand laß du dir’s rauben.
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五つのもの
五つのものが次の五つを生むことはない。
この教えに，君，耳を開くがいい。
傲慢な胸から友情が芽生えることはない。
無礼は低劣さと同類である。
悪人はどんな偉大さにも達することはない。
嘘つきが誠実と信仰を望んでも無駄である。
君，これを胸に収め，決してうばわれることのないようにせよ。
中世ペルシャの神秘主義者アタール Farīd al-Dīn ‘Aṭṭār（1140-1221 頃）
が著した神と世界についての教訓詩集“Pend-Nahmeh ou le Lievre des 
Conseils”（2, 124-233）の「46 章」，“De cinq choses qui ne se trouvent 
jamais avec autres cinq choses”（ほかの五つのものと決して一緒には見
出されない五つのものについて）が典拠（Birus 2, 1064）。Silvester de 
Sacy（1758-1838）によるフランス語訳からゲーテはドイツ語訳を作り，
この詩にした。成立は 1814 年 12 月 15 日，イエナ。
「（…）から（…）は生まれない」という否定形の文を並べ，マイナスの
価値を持つものからプラスの価値を持つものは決して生まれない，と断言
する。否定されているのは，傲慢，無礼，卑劣，悪徳，嘘であり，そうし
たものから友情や偉大さ，誠実，信仰のような人間的徳を期待しても虚し
い，そのことを心に刻むように，という教えである。
なるほどと頷かされる穿った人間観察ではあるが，人間の性格や性向を
静的に捉えたこのような否定的な人間観から何が生まれるだろう？　西洋
の詩人ゲーテは東洋の神秘家の言葉を否定はしないまま，自分にとってプ
ラスの価値，マイナスの価値を持つものは何か，新たに「別の五つ」を問
う問いを立ててみる。それが上出の詩のすぐ翌日，1814 年 12 月 16 日に
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書かれた次の詩である。
Fünf andere
Was verkürzt mir die Zeit?
Thätigkeit!
Was macht sie unerträglich lang?
Müssigang!
Was bringt in Schulden?
Harren und Dulden!
Was macht Gewinn?
Nicht lange besinnen!
Was bringt zu Ehren?
Sich wehren!
別の五つのもの
わたしの時間を縮めるものは何か？
活動！
時間を耐え難く長くするものは何か？
無為！
負債に追い込むものは何か？
待ち望むこと，耐えること！
儲けをもたらすものは何か？
長々と思案しないこと！
名誉を齎すものは何か？
自らを守り抜くこと。
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問いは簡潔な一文，答えは名詞または名詞化された動詞一語から成り，
しかも感嘆符が付されて，直截で有無を言わせぬ問答になっている。少し
苛立っている口調にも取れる。第一の問いと第二の問いは対を成し，同じ
ことを表からと裏から問うて答えを求める。「時間を縮めて人を退屈知ら
ずにするものは？」，答えは「行為」。逆に「人にとって時間を耐え難く長
くするものは？」，答えは「無為」。ファウストは，「ヨハネ伝」冒頭にお
けるギリシャ語の単語 Logos にドイツ語の Tat を充て，神による世界創
造の初めにあったのは「行為」であったのだ，と欣然として確認する。さ
すれば神の似姿たる人間も時間の中にあって「行為」してこそ，その本分
を発揮するのだ1）。
第三の問い「負債を齎すものは何か」と，第四の問い「利益を齎すもの
は何か」2）も同じことを裏表から尋ねており，答えは「待ち望むこと，耐
えること」，「長々と思案しないこと」と言う。Harren, Dulden, besinnen 
はいずれも宗教的ニュアンスを持つ。敬虔を旨とする人間が神の介入を待
ち望むように，あれこれ思いめぐらしながらすべてを耐え忍ぶのはやめ
よ，たとえ過つことがあろうとも，自らの理性を信じ，その判断に従って
迅速・果敢に行動に踏み出すべし，と解釈してよいだろう。
最後，五つ目の問いと答えはドイツ語の格言 „Was bringt zu Ehren?　
Sich wehren.“（何が名誉を齎すか？　自衛すること）そのままの引用で
ある。この詩にいう Ehre はしかし世間的名誉というより人間としての矜
持であろう。そのためには，世間がどう言おうと自分としてこれだけは譲
れないと思うものを守り抜くこと（sich wehren）が必要なのだ。
1）　「箴言の巻」にも „Die Zeit ist mein Besitz, mein Acker ist die Zeit.“「時はわが
所有なり　わが耕地は時なり」（Neuer Divan, 1819/1827）とあり，時間の中で
活動することに人間存在の本質を見ている。
2）　この二つの問いは „Wer wagt, der gewinnt.“（果敢に行動する者は利益を得る）
や，„Viel gewinnt, wer rasch beginnt.“（迅速に取り掛かる者は多くを得る）と
いう格言からの着想。（Birus 2, 1067）
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この詩が述べているところは，万人に向けられた忠告や勧めというより
は，東洋の智者との対話の中からゲーテが見出した，そして実は常々から
の彼自身の行動原理であるものを改めて確認しつつ，自身に向かって発し
ている言葉であると私は考える。このようにオリエントとの対話の中で自
身を振り返る，というのはこの稿で見ようとしている三つの巻に共通する
姿勢であり，次の詩にもそれが見られる。
（2）主君を讃える歌
かつてペルシャには，専制君主に召し抱えられ，主君の勲功や人徳を称
え崇め祭る詩を書くことをもって仕える詩人がいた。詩人はその奉仕に対
して特別の恩寵をもって報いられることになっていた。しかし「詩王」と
も呼ばれるそのような特権的詩人が，ある日，君主から故もなくその地位
を剝奪されたり，その奉仕に対してその不当に低い報酬しか与えられな
かったりすることもままあった。三十年余も仕えた主君から，あるとき期
待にまったくそぐわない報酬が齎されて激怒し，その金をその場で召使い
たちに分け与えて憤然と宮廷を去ったフェルドゥジの話3）などが伝えられ
る。そのような不当な扱いを受けることは絶えてなかったにせよ，自らも
主君に仕え，傍ら詩業を営む身であったゲーテは，「詩王」というこの制
度を面白く思ったのであろう。カール・アウグスト公に仕えて 40 年にな
ろうとするのを機に，彼は自分でもオリエント風の主君賛歌の詩を書いて
みる。それが次の詩（成立は 1815 年 5 月 27 日；Birus 2, 1082）である。
Höchste Gunst
Ungezähmt so wie ich war
3）　「注と論考」，フェルドゥジの項。
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Hab’ ich einen Herrn gefunden,
Und gezähmt nach manchem Jahr
Eine Herrin auch gefunden.
Da sie Prüfung nicht gespart
Haben sie mich treu gefunden,
Und mit Sorgfalt mich bewahrt
Als den Schatz den sie gefunden.
Niemand diente zweyen Herrn
Der dabey ein Glück gefunden;
Herr und Herrin sehn es gern
Daß sie beyde mich gefunden,
Und mir leuchtet Glück und Stern
Da ich beyde Sie gefunden.
至高の恩寵
未調教の若馬だったわたしは，
ひとりの主君を見出した。
長い年月をかけて飼い慣らされた後，
さらにひとりの女性主君をも見出した。
あまたの試練を与えたお二人だが，
わたしの忠誠ぶりをお認めになり，
わたしを彼らが見出した宝として
細やかな配慮をもって遇された。
二君に仕えて
幸運を得たものは絶えてない。
だが主君も女主君も二人ながら
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わたしを見出されたことを喜び，
わたしには幸運の星が輝く，
あなた方お二人を見出したのはわたしなのだから。
四揚格のトロヘウス，十四行一節から成るこの詩は abab/cbcb/dbdbdb
という韻構造を持つ。男性韻と女性韻が交替する中に，b にあたる偶数行
女性韻のところ，すなわち，2，4，6，8, 10, 12, 14 行の行末において
„gefunden“ という同一の語で押韻する。冒頭の 2 行が韻を踏む対韻を欠
くなど少し変則ではあるにせよ，ゲーテがこの詩でガーゼルというオリエ
ントの詩形を真似て見ようとしたことは明らかである。
詩に称えられているのは誰か？　2 行目の einen Herrn はゲーテが 26
歳の時から仕えたザクセン・ワイマル公カール・アウグストであるのは確
かである。だが 4 行目の eine Herrin は誰か？　アウグスト公の妻，ル
イーゼ妃（1757-1830）と取るのが自然であると思うが，ゲーテがルイー
ゼ妃と知り合ったのは，ワイマル赴任直後，カール・アウグスト公とほぼ
同時であり，「長い年月の後に」（nach manchen Jahren）ではない，ゆえ
にこれはルイーゼ妃ではなく，1810 年，ゲーテが 61 歳の時，保養地カー
ルスバートで知己を得，崇敬と密かな愛を覚えて Herrin とも称えていた
オーストリア皇帝妃 Maria Ludovica（1787-1816）であるという解釈が
ある。心惹かれる説ではある。
だが果たしてそうであろうか。Herr und Herrin と並び称えられるの
は，やはりザクセン・ワイマル公国（1815 年のヴィーン会議以降は，
Gross-Herzog 大公国）君主カールとその妃と考えるのが相応しくはある
まいか。1815 年，フランス軍の侵攻に際し，プロイセン王の軍に従って
いてワイマルを留守にしていた夫君に代わって急遽ナポレオンと対峙した
のはルイーゼであった。ワイマルが隣町イエナほどひどく略奪を受けずに
済んだのは，意を決したルイーゼの毅然たる女君主ぶりにナポレオンが一
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種の敬意を表した結果だとして，以来，ルイーゼを救国の母と称える見方
が（特に民間には）ある。生来，地味な性格で，奔放なカール・アウグス
トとの不仲に長年苦しんでいたルイーゼを，それまでも細やかな気遣いを
もって支えてきたゲーテは，この新しいルイーゼ像を念頭に，一種のユー
モアをも籠めて，「改めて見出した（gefunden）」「女主君」（Herrin）と呼
んだのかもしれない。いずれにもせよこの詩は，長年仕える間に，互いに
zähmen し zähmen されて深く結ばれた君臣関係を回顧しながら，この
「二君」に対してゲーテが友情と感謝をこめて捧げた「主君賛歌」である
と私は読みたい。
C．女の扱いには注意せよ
「観照の巻」に見られるのは，長く生きて来た人間としての諦観に立つ
アイロニーやユーモアをもって人間や世界を眺めやる，穏やかな老詩人で
ある。その一例として次の詩を見てみよう。
Behandelt die Fauen mit Nachsicht!
Aus krummer Rippe ward sie erschaffen,
Gott konnte sie nicht ganz grade machen.
Willst du sie biegen, sie bricht.
Läßt du sie ruhig, sie wird noch krümmer,
Du gutter Adam, was ist denn schlimmer? –
Behandelt die Frauen mit Nachsicht:
Es ist nicht gut daß euch eine Rippe bricht.
女性は心して扱いたまえ！
曲がった肋骨から作ったんだから，
神もまっすぐには出来なかったんだ。
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曲げようとすれば折れるし，
そのままにすればもっと曲がる。
アダム君，一体どっちが困るかね？
女性は心して扱う方がいいよ，
君たちの肋骨が一本折れるなんて良くないからね。
アダムの創造についてはすでに，「詩人の巻」所収の „Erschaffen und 
belebt“ という詩を見た（野口 2015，4-8 頁）。聖書やコーランに見られ
る人類の始祖アダムの創造物語に，「土くれから創られただけではまだで
くの坊に過ぎなかったアダムに生気を吹き込んだのはノアの作った葡萄酒
であった」とするイスラエルの民間伝承を加えたユーモアたっぷりの詩で
ある。
代わって上に挙げたエヴァの物語は，Hammer の訳で読んだ，イスラ
ム教徒の間に口頭で伝えられるマホメットの教え（„Auszüge aus der Sura 
oder der mündlichen Überlieferung Mohammeds“, Nr. 389; Hammer, 
„Fundgrube des Orients“ I, S. 278）から詩想を得ているという（Birus 2, 
1072）。その伝承に拠れば，マホメットは，「自分の妻を駱駝や奴隷のよ
うに打ってはならない，打ったときはそのあと抱擁してやれ」（„Keiner 
von euch schlage sein Weib, wie er sein Kemel oder seinen Sklaven 
schlägt, und umarme sie hierauf wieder.“　上出，S. 309）と教えており，
女性の扱いに際しての一定程度の配慮を男性信徒に要求している。1 行目
はこれを意識しているだろう。
一方，「アダムの曲がった肋骨から創られたエヴァがどうしてまっすぐ
であり得よう」という 2-3 行目は，「どうしてそのように曲がった木切れ
から完全にまっすぐなものが作られると期待できようか（Wie kann man 
aber erwarten, daß aus so krummen Holze etwas völlig Grades gezim-
mert werde!）」と述べて，「女性のみならず男性も，人間は所詮，不完全
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な生き物なのだ」とする，カントの現実的な人間観（「単なる理性の限界
内にある宗教」„Die Religion innerhalb der Grenzen der bloßen Vernunft“, 
1793）を受けているという（Birus 2, 1073）。
4-5 行目は，„Brechen oder Biegen“ というドイツ語の慣用句を踏まえ
ていよう。「折れようと曲がろうと構わずに」という意味で，遮二無二，
力づくで事を推し進めるやり方を表す。詩人は，「（女というものは），曲
げて矯めようとすると折れるし，そのままにすれば一層曲がってその欠点
を強める，始末に負えないよ」と訴える男たちの言いぐさを真似し，その
上で 6 行目，同情を込めてアダムに言う。「なるほど，そうだね，困った
ものだ。だがどうしたものだろうね？　君はどっちの方が損失が大きいと
思う？」。7 行目，詩人は最初の問を繰り返した後で，8 行目，自分の結
論を言う。「エヴァが，つまりは君たちの肋骨が一本，折れてしまうのは
避けた方がよいのではないかな？」
女性の扱いに関してのどうしても男尊女卑の匂いの消えない東洋の教祖
マホメットの教えに続いて，さりげなく西洋の哲学者カントの冷めた人間
観を援用，ドイツ語の慣用表現をユーモラスに転用しながら重点を少しず
つずらし，最後は「男も女も，所詮は不完全な人間同士，お互い，欠点を
うるさく咎め合わず，相手をそのままに受け入れてはどうだろう？」と穏
やかなアイロニーを片頬に浮かべながら詩を結んでいるのだ。
D.　「観照の巻」を締めくくる箴言──修正詩（Palinode）二つ
（1）Ferdousi spricht
O Welt! Wie schamlos und boshaft du bist!
Du nährst und erziehest und tödtest zugleich.
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フェルドゥジは語る
おお，世界よ，お前はなんと恥知らずで底意地が悪いのか。
お前は養い，育て，そして殺すのだ，同時に。
フェルドゥジ（Abu’l-Qasim Ferdousi Tusi, 940-1020）は，ペルシャ
歴代の王や英雄を讃える浩瀚な書「シャー・ナメ（王書）」の著者として
有名。30 年以上を費やしたこの書が完成した時，君主スルターン・マフ
ムードがその労に十分に報いなかったので，憤激したフェルドゥジは即座
に「詩王」を辞して宮廷を去り，不遇のうちに世を去ったと言われる4）。
ゲーテの日記には 1814 年 12 月 15 日に „Ferdousi Schah-name“ の記
載があり，このあと集中してこの詩人の研究をしたのであろう，翌年
1815 年 2 月 21 日にはワイマル公妃ルイーゼのサロンで彼の書物からの
抜粋を自分の独訳で披露している。
わたしたちはゲーテと共に大公妃のところにいました。（…）ゲーテ
は（…）60,000 のディスティションを有するフェルドゥジの詩から
何節かを読み上げました。諸々の事情を明晰に，豊かに見通すゲーテ
の精神は，この浩瀚な詩の中から，我々のそれとは異なる世界と想像
力のあり方を読み分け，光を創り出し，我々の目の前に現出させる術
を知っていました。（…）大公妃はたいそう喜ばれ，わたしたちも大
公妃に劣らず，喜んだことでした。（シャルロッテ・シラーのクネー
ベル宛手紙。R. Staiger, Goethes Leben von Tag zu Tag, VI, S. 179）
上に挙げた 2 行にもおそらくは激しい気性のこの詩人の，「世界」が人間
4）　「注と論考」，フェルドゥジの項。
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を処遇する非情なやり方に対する憤りが盛り込まれていよう。それを十分
に理解し，共感も寄せつつ，ゲーテはあえて，次のような修正詩（Palino-
de）を書く。
Nur wer von Allah begünstiget ist,
Der nährt sich, erzieht sich, lebendig und reich.
アラーの寵愛を受けている者のみが
自らを養い，自らを育てる，生き生きと，豊かに。
フェルドゥジの詩では「世界」が主語であるのに比し，ゲーテは「アラー
の寵愛を受けた者」である「人間」を主語にしている。自分の生の主体は
アラー（もしくは神）の庇護を受けているにもせよ，あくまで人間自身で
あるという，ヨーロッパ文明圏の詩人ゲーテの人間観が盛られ，前の詩と
均衡を保っている。
（2）Rumi spricht
Verweilst du in der Welt, sie flieht als Traum,
Du reisest, ein Geshick bestimmt den Raum,
Nicht Hitze, Kälte nicht vermagst du fest zu halten,
Und was dir blüht, sogleich wird es veraltern.
ルーミーは語る
お前が世に留まるなら，世は夢の如くに逃げ去る。
お前が旅をすれば，運命がお前の空間を定める。
─ 52 ─
暑さも寒さもお前を留まらせることはできず，
お前に向かって花開こうとしたものも，直ちに古び去る。
ペルシャ最大の神秘主義的詩人とされるルーミー（Jalāl ad Dīn Mu-
hammad Rūmī，1207-1273）について「注と論考」は，「父が回教君主
と相容れず，バルヒを立ち去るのに伴して長い旅に出る。メッカへ向かう
途中でアッタールに出会い，アッタールはこの若者に神の秘密を説いた書
物を贈って，神についての研究に端緒を開く」（岩波，302 頁）と簡潔に
その出自を説明している。
上に挙げた 4 行詩はしかしどう読むべきなのか。最初の「お前が世に
留まるなら」という仮定文に一切はかかっているのだろうか。すなわち，
世に留まろうとする限り，「世は夢のように逃げ去」り，（世にあって）
「旅」をする限り，「運命がお前の空間を定め，暑さ，寒さもお前を止める
ことがない」ので先に進むほかなく，（お前がそのように通り過ぎて行く
定めである限り），「お前に向かって花開こうとしたものも直ちに古びて過
ぎ去る」，それが必然のさだめなのだ，ということか。そうでないあり方
を求める者は「世の外に」あって，一切を外から眺める，すなわち「観
照」に徹せよ，という教えなのか。それとも，人である限り，「世にあっ
て」生きる他はない。さなれば生が夢のように儚く逃げ去ること，自ら望
んで旅しているようでも実はその道は運命によって定められており，留ま
りたくも留まることはできない，目の前で花開く美しいもの，心地よいも
の，留めておきたいものも，「直ちに古びて過ぎ去ってゆく」，この定めを
受け入れよ，という教えなのだろうか。
「未来のディヴァン」の中でゲーテは，「東洋では観照（Betrachtung）
が一切で，それは感覚界と超感覚界の間をゆききし，一方に留まることは
ない。」（…）観照が要求するのは「賢明さ」（Weisheit）であるが，それ
はまた「地上生活の不思議極まる諸問題」を目の前につき付け，「われわ
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れをいやおうなしに，偶然に対して，すなわち一つの摂理とその究め尽く
せぬ天意に対してひざまずかせ，そして，絶対的帰依を政治的・道徳的・
終局的最高峰即なりと言明させる」（岩波，285 頁）と書く。
「イスラムが運命への絶対的帰依を意味するならわれわれは皆，イスラ
ムの内に生き，イスラムの内に死ぬ」とさえ言っているゲーテではある
が，一切は夢の如く永遠に虚しく過ぎ去ってゆく，という世界観には同意
しかねたのではあるまいか。時と永遠に関する東洋の考え方は，西洋人
ゲーテのそれとはどこか決定的に違うと感じられたのではあるまいか。そ
のため彼は次のような「修正詩」をルーミーの詩のあとに添えて，「観照
の巻」の結びとする。
（3）Sulaika spricht
Der Spiegel sagt mir ich bin schön!
Ihr sagt: zu altern sey auch mein Geschick.
Vor Gott mußt alles ewig stehn,
In mir liebt Ihn, für diesen Augenblick.
ズライカは語る
鏡はわたしに言う。お前は美しい，と。
あなたたちは言う，お前も年を取る，それが定め，と。
神の前にはすべては永遠に静止している。
わたしを通してあなたたちは神を愛するのだ，この一瞬の間だけ。
ズライカは，前出のフェルドゥジやルーミーとは異なって実在の人物で
はなく，オリエント文学の中の永遠の美女である。その名を借りた『西東
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詩集』の中の美女ズライカに託してゲーテは上の言葉を語らせる。人の目
にはそう見えようとも，世界は永遠に虚しく過ぎ去るわけではない，世界
は神の前には永遠に静止しているのだ。わたしの美しさの中に一瞬であ
れ，永遠を，神を愛せ。─この詩は前出のルーミーの箴言にゲーテが応
えたものである。一瞬の中に神の永遠はある。それを垣間見させるのが美
であり，詩であり，愛である。これがゲーテの答えなのだ。
余談ながら，我が国で絶世の美女とされる小野小町（正確な生年没年不
明）は，「花の色は　移りにけりな　いたずらに　わが身世にふる　なが
めせし間に」と歌った。世の儚さ，すべてのものの移ろいやすさを我々も
知っている。花の美も女人の美も永遠ではないのだ。小町もそれを受け入
れる。移ろいゆくものの美，儚いがゆえの美，を我々日本人は受け入れ
る。ゲーテとは異なる美学である。
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